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生活保護の医療扶助における医薬品の適正使用に関する取組の推進について

（協力依頼） 

 

 平素より本会会務に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 標記につきまして、福岡県福祉こども政策部保護・援護課より別添のとおり

通知がありましたのでお知らせいたします。 

本通知では、生活保護受給者が医療機関を受診する際または薬局を利用する

際には、原則としてお薬手帳を持参し、薬局では電子処方箋管理サービスの薬剤

情報またはお薬手帳を活用して服薬状況等を確認するとともに、お薬手帳を持

参しない患者には必要な調剤を行いつつ、持参するよう指導・助言を行うことと

されています。別添１に記載の郡部事務所の生活保護受給者については、令和９

年１月以降、３回指導・助言を行っても改善が見られない場合は、関係機関へ連

絡するよう示されています。 

また、福祉事務所から薬剤一覧を持参した患者が来局した際には、服薬状況の

確認、服薬管理方法の見直しに向けた助言・指導、必要に応じた処方医への疑義

照会・相談等の専門的な対応を行うこととされています。 

つきましては、別添通知をご確認のうえ、貴会会員へご周知くださいますよう

お願いいたします。 

なお、患者への案内の際は、「別紙 1：【福岡県版】周知リーフレット」をご活

用くださいますようお願いいたします。 

 















⚫あなたが使っているすべての薬、副作用歴、アレルギー歴な

どを記録するための手帳です。

⚫スマートフォンで利用できるお薬手帳もあります。

お薬手帳のメリット

（注意！）継続的にお薬手帳を持参しない場合は、福祉事務所から必要な指導が行われる
ことになります。受診・来局の際は必ずお薬手帳を持ってきてください。

1冊のお薬手帳で服薬状況を管理することで医師・薬剤師などがお薬手帳を

みて副作用や飲み合わせ、薬の量が適切かどうかチェックすることができま

す。

ご自身でも、お薬手帳をみることで、お薬の飲み方などを正しく理解できま

す。お薬を飲んだ後に体調の変化があれば、記入しておき、医師・薬剤師な

どに相談しましょう。

医療機関の受診時や

薬局の利用時は必ず

お薬手帳をもってきてください
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令和８年４月から原則化
げ ん そ く か

くすりてちょう

お薬手帳とは

⚫飲み合わせのチェックができ、副作用のリスクを減らす

⚫お薬の飲み方などを正しく理解できる

複数冊お薬手帳を持っている場合は1冊にまとめましょう。
また、お薬の飲み方やお薬手帳の使い方などわからないことが
あれば薬剤師さんに相談しましょう。
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生活保護受給者のみなさまへ
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